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シナプス

令和6年度 第1回

さいたま市認知症疾患医療センター連絡協議会を開催いたしました

今回の連絡協議会は、認知症に関する最新かつ

実用的な知識の習得や各関係機関と相互関係を

図りやすいシステム作りを目的として行われま

した。

埼玉県内の各認知症疾患医療センターや、さい

たま市内のシニアサポートセンター、各区役所

高齢介護課、居宅介護支援事業所などから48名

の方にご参加いただきました。

外出時にはマスク、
メガネをする

花粉情報を
チェックする

帰宅時は衣類や髪を
よく払って入室 掃除はこまめに行う

毛織物などの
衣類はさける

飛散の多いときは
外出を控える

飛散の多いときは
窓・戸を閉めておく

帰宅時は洗顔、
※うがい、鼻をかむ

花粉症の つの対策術
花粉シーズン到来 できるだけ目や鼻に花粉が付着しないようにしましょう。

㈱ファーマシー健康コラムより一部引用※目や鼻を洗うと花粉症の症状が軽くなることがありますが、刺激してかえって症状を悪化させる場合もありますので注意が必要です。

飛散の多い日は
布団や洗濯物の
外干しを避ける

×

×

開催日時：2月18日（火）18：00～19：30
開催場所：埼玉精神神経センター 7階 会議室シナプス

講演「新たな選択肢が増えた認知症治療」

さいたま市認知症疾患医療センター センター長 丸木 雄一先生



　　

　

2024年10月の診療報酬改定により、ジェネ

リック医薬品があるお薬で先発医薬品の処方

をご希望される場合は、特別料金をお支払い

いただきます。尚、医療機関都合の場合は特

別料金をお支払いいただく必要はありません。

詳細は、厚生労働省のホームページをご確認

いただくか、当院会計窓口もしくは薬局まで

お問い合わせください。
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埼玉精神神経センター理念

Love ＆ Sympathy（愛と思いやり）

Aging with Dignity（尊厳ある人生）
Narrative based Medicine

（個人の人生観に沿った物語を支える）

病める方・悩める方に愛と思いやり（Love & Sympathy）

を持って接し、その方の尊厳ある人生（Aging with Dignity）

を支え、前向きに人生の物語を書き換えていくこと

（Narrative based Medicine）をお手伝いする。

７階展望レストランよりお知らせ
3/ 5日（水）静岡つけナポリタン（静岡）
3/14日（金）鶏ちゃん（岐阜）
3/18日（火）鶏肉の山賊焼き（長野）
3/24日（月）津軽煮干しラーメン（青森）
※予定が変更になる場合がございますので予めご了承ください。

営業時間のご案内
喫茶 10：00～15：00
お食事 11：00～14：00

3月は桜名所

ご当地フェア

食べにきてね！

休診・代診のお知らせ（3/1現在）

※最新情報はホームページまたは院内掲示にてご確認ください

星野医師 3/ 3（月）午後休診
瀧口医師 3/ 4（火）午前休診
浅野医師 3/ 17（月）午後休診
星野医師 3/ 24（月）午後休診
坂井医師 3/ 25（火）午前休診

脳神経内科

精神科

療養２階病棟は、４４床の精神科身体ケア病棟で
す。精神疾患に加え、肺炎等の合併症で内科的な
治療が必要な患者様の治療とケアを行っています。
長期療養される方も多く、個別性のある看護を行
うため、他職種との連携を重視し、受け持ち看護
師が中心となって、日々取り組んでおります。
患者さんやご家族が安心した入院生活を送れるよ
う、これからもスタッフ一丸となって取り組んで
参ります。

精神神経セ ターン 今回の
紹介者
鎌倉

副看護部長

山下赳史医師 3/ 14（金）終日⇒代診田中医師
三浦 医師 3/ 15（土）午前⇒代診村島医師

部 介紹署療養２階病棟

後発医薬品（ジェネリック医薬品）のある

先発医薬品の選定療養について

出典：厚生労働省ホームページより

※目や鼻を洗うと花粉症の症状が軽くなることがありますが、刺激してかえって症状を悪化させる場合もありますので注意が必要です。

編集後記：表紙の写真は昨年の大宮公園の桜です。春が待遠しいです 平石

病棟カンファレンスの様子


